
第１９期　原田メソッド認定パートナー養成講座　卒塾課題 

感想　気付き 

人生始まって以来の忙しい、充実した日々を送っています。 
結論として、思い切って受講してとても良かったです。 

私は、自立したくてこの講座を受講しました。 
わかったことは、自立とは、「自分のカードで勝負すること」 
それに気づかされました。 

人生は不公平です。 
人は皆平等であるなどと言いうのは、幻想にしか過ぎません。 
能力、容姿、経済状態、国、親、生育環境、他者から得られる愛　etc 
全くもって不公平です。 

しかし、人は自分自身の手持ちの札で勝負できるのだ！ 
自分の持ち札を点検し、大事にし、改善する。 
それを、自分が望む方向に大きくしていく。 

自分にとって有効な手持ちの札は、自分自身で増やすことができる。 
その価値を高めることができる。 
自分の人生に花を咲かすことができるのだ！ 

自分の味方は自分です。 
そして 
自分の敵は自分です。 

自分自身と勝負すること。 
自分自身に勝つこと。 

この大切さを、講座を通して教えられました。 

原田メソッドの原点である松虫中学。 
生徒たちの手持ちの札は、スタートの時点では決して恵まれたカードではなかったはずです。 
特に経済面、環境面では大きなハンデがあったでしょう。 

原田メソッドが、日本の閉塞的な管理教育の中の、最も過酷な状況の中学で、 
それでも上に伸びていきたいと切望する子供達と、 
その子供達を伸ばしていきたい、という原田先生の熱意から生まれた、 
というのは深いことです。 


